
グループホーム  

ああ んん ずず  

館林市代官 町  ☎ 0276-80-2777  

館 林 記 念 病 院 に 隣 接 し

た 立 地 環 境 に あ り ま す

ので、安心してお過ごし

いただけています。  

入 居 さ れ て い る 方 が 自 分 の ペ ー ス を 保

ち な が ら 、 安 定 し た 毎 日 を 送 れ る 、 家

庭 的 な 雰 囲 気 で ゆ っ く り と し た 時 間 を

過 ご せ る 施 設 で す 。  

原 澤  昭 紘  

りり っっ かか かか いい だだ よよ りり   そそ うう ふふ うう   

六六 花花 会会 だだ よよ りり   
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医 療 法 人 六 花 会  

館林記念病 院  

広報委員会  

訪問看護ステーション  

すすみみれれのの里里  
館林市台宿 町  ☎ 0276-75-6581  

こ ん に ち は ! !  訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 『 す み れ の 里 』 で す 。  

と こ ろ で 、「 訪 問 看 護 」 っ て 、 な あ に !?っ て 、 思 っ た 人 、 多 い で し ょ う 。  

そ れ は ･･･障 害 や 疾 病 を 抱 え て も 、住 み 慣 れ た 我 が 家 で 、出 来 る だ け 普 通 に 近 い 生 活 が 送 れ る

よ う に お 手 伝 い を さ せ て い た だ く 仕 事 で す 。  

大 事 な の は 、自 分 の 居 場 所 で「 あ り の ま ま・そ の 人 ら し く 生 き る 」権 利 を 支 援 す る 仕 事 で す 。

（ チ ョ ッ ト か っ こ 良 す ぎ ･･･＞ ＜ か な ？ ）  

私 達 の モ ッ ト ー は 、『 笑 顔 で ス キ ン シ ッ プ 』で す 。し か し 実 際 は 逆 に 私 達 が 、＜ 優 し さ ＞ や ＜

元 気 ＞ を も ら う こ と の 方 が 多 く あ り ま す 。 私 達 の 原 動 力 は 、 利 用 者 さ ん と 御 家 族 の 『 ま た 来

て ね ・ 待 っ て る よ 』 の 一 言 。 暑 さ 寒 さ も な ん の そ の 、 汗 を ふ き ふ き 、 日 焼 け も 化 粧 崩 れ も 気

に せ ず 笑 顔 で 、 今 日 も お 伺 い し ま す 。  

『 こ ん に ち は ! !』 笑 顔 の 宅 急 便 で す !  こ ん な 私 達 と 一 緒 に 働 き ま せ ん か ! !  



館林記念病院に９月１０日月曜日  

血液センターより献血車が来ます。  

 

新潟中越沖地震支援のため、職員の

皆様、御協力よろしくお願いします。 

 

前回、献血をなさった方は，  

献血カードをお持ち下さい。  

献  血  
平成 19 年 9 月 10 日（月）  
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医療安全院内研修  
平成 19 年 5 月 11 日  

館林記念病院では、医療安全院内研

修を年２回（春・秋）おこなってい

ます。  

今回は「医療におけるリスクマネジ

メント」について講義していただき

ました。  

全職員を対象で、毎回多くの職員に

参加していただいています。  

次回は「リスクコミュニケーション」

がテーマです。  



 

当院では、 簡単に動 脈硬化が測 定できま す  
検
査
情
報 

検 査 は 両 腕・両 足 首 の ４ ケ 所 の 血 圧 を 同 時 に 測 定 す る だ

け な の で 、 気 軽 に 受 け ら れ ま す 。 時 間 も ５ 分 程 度 で す 。 

詳 し く は 、 当 院 の 職 員 ま で お 気 軽 に お た ず ね く だ さ い 。 

 病 院 理 念  「 心 に 残 る 医 療 を 提 供 す る 」  

基 本 方 針  

１ ． 地 域 社 会 に 開 か れ た 病 院  

２ ． 当 院 を 利 用 さ れ る 方 に 安 全 ・ 安 心 を 与 え ら れ る 病 院  

３ ． 常 に 新 し い 医 療 を 提 供 す る 病 院  

４ ． 当 院 を 利 用 さ れ る 方 達 が 気 楽 に 利 用 し や す い 病 院  

５ ． 当 院 を 利 用 さ れ る 方 が 満 足 を 得 ら れ る 医 療 を 提 供 す る 病 院  

６ ． 職 員 を は じ め 当 院 に 関 わ る 人 達 も 満 足 を 得 ら れ る 病 院  

平成 19 年度「消防訓練」を実施しました  
 

＜消火器による消火訓練＞  

＜はしご車による脱出訓練＞  

今回の訓練では、患者様の誘導方法の確認・消火

訓練・職員によるはしご車での脱出訓練を実施し

ました。  

当院では、消防法の規定に基づき年２回の消防訓

練を行っていますが、毎回訓練の重要性を感じて

います。  

御協力ありがとうございました。  

7 月 10 日（火） 13： 30 より、「調理室（１ F）から出火」を想定した  

消防訓練を実施しました。  



 

 

 

 

Ｄｒ．内田写真館 

今年は梅雨が長かったですね！？  

そのせいか、あじさいのキレイな場所が

大井川沿線で今年は目立ちました。  

「大井川鉄道   

あじさいとＳＬ」  

病病 院院 のの ホホ ーームム ペペ ーージジ がが 変変 わわりり まま ししたた 。。 hhttttpp::////wwwwww..rr iikkkkaakkaaii .. jjpp   


